
NPO 法人エンド･ゴール 活動報告書 
 

○ エンド･ゴールの活動理念 
自分の掲げた目標に向かって、自身を持ってチャレンジし続ける若者の育成。 
他人や社会を大切に考えることができる若者の育成 
次世代のリーダー育成 
 

○ 主な活動 
・ちた地域若者サポートステーション 
 厚生労働省から委託を受け、一定期間無行の状態にある 15 歳から 39 歳くらいま

での若者を対象に、職業的自立を支援することを目的にカウンセラー等のスタッフ

を配置し、事業を実施している。 
 
・平日勉強会 
エンド･ゴールゼミと呼ばれ、毎月一回開催されている。就職や仕事で役に立つこ

とを学ぶということをテーマに、心理学や社会のこと、仕事のことを勉強する少人

数制の勉強会。 
 
・フリーステーション 
様々な人と出会い、意見交換などを通して交流を深め、必要に応じてゲストを招き、

幅広い分野の情報、学習の場を提供していく学びと出会いの場。毎月一回開催され

ている。 

   
 



○ 参加した活動 
・エンド･ゴールゼミ 
・H and A カフェ 
 
＜エンド･ゴールゼミ＞ 
サービスラーニングの活動時間とは別に参加した。その日にみんなで何について

勉強するかを話し、それについて深めていく形で進んでいく。参加したときのテー

マは、「なぜ仕事を続けるのか」というもので、どうしたら仕事を楽しく続けられる

のか、どうしたら仕事で成功できるのかなど、明日からできる、すぐ実行できるも

のまで学ぶことができた。 
＜H and A カフェ＞ 
 サービスラーニングの活動は、主にカフェのオープンに向けての活動だった。「H 
and A カフェ」とは、地域の魅力を発信するカフェで、地元企業とコラボレーショ

ンしたメニューを出す予定。 
 

 
この写真の場所で、カフェの装飾や、メニューはどんなものが良いか等も考えた。

また、カフェそのものに必要な、食器やコーヒーメーカーなどの運び入れも行った。 
 
 
 

○ 当初の活動目標 
 日本福祉大学 1･2 年生の就職時における競争意識を高め、将来についての考えを

深めてもらう。 という目的で、大学内で勉強会を行う計画だったが、時間の関係

で中止となり、エンド・ゴールから与えられた課題に挑戦した。エンド・ゴールの

活動に参加し、なりたい自分を目指すことはできたと思う。エンド・ゴールからの

課題は、自分がやりたいことを伝えれば、できる限り協力してくれるので、自分に

合った活動ができると思う。 
 
 

 



○ 活動で印象に残っていること、学んだこと 
・  一番印象に残ったことは、営業の大変さだ。企画を相手先に受け入れてもら

うにはお互いのメリットを考えなければいけないから難しいと思った。企画を

持ち込み、受け入れてもらったときは、他では味会うことのできない喜びにな

り、自分が一番成長できたと思う。 
・  夏休みをかなりけずって行った活動なのに、カフェの中で行う予定だったイ

ベントが中止になってしまったことが悲しい現実として印象に残っている。社

会では企画が通らず、最後までできないことがあるので、悔しい思いは抑えて

次の企画に打ち込まなければいけない。それをいち早く経験できたことはとて

もいい経験だったと思う。ただ、私たちが考案した企画自体は失敗ではなく、

非常に成功に近い形で中止になってしまったため、それ故に残念だ。 
 
 

○ 後輩へのメッセージ 
 活動する際、一番大切なことは挨拶だと思う。出会った人にはまず挨拶をして、

スタッフの方にすぐ顔を覚えてもらい、良好な関係を築くことが楽しい活動につな

がると思う。挨拶は積極的に行うこと。また、他の場面でも積極的な姿勢は大事。

どうしたらいいかわからなくなったり、次何をしたらよいのかわからなくなったり

したときは、すぐにスタッフの方に質問すること。何もしていない状態が続くと、

その時間は無駄になるし、あとから迷惑になる場合もあるので、積極的な姿勢を心

がけると良い。 
また、気持ちの面でいつもプラスであるように、活動を楽しみ、常にポジティブで

いると有意義な活動になると思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


